
島根大学教育学部紀要（教育科学）第13号 53～60頁 昭和54年12月

隠岐の障害児教育に関する研究（皿）

西 信　高ギ田　申　栄　一糾

　　Nobutaka　NIsH工and．E11ch1TANAKA
Stud1es　on　Educat1on　for　the　Hand．1capped

　　　　　　　in　Oki　District　II

　Ab銚醐眺　The　estab11sh㎜ent　of　the　f1rst　spec1a1c1ass　for　menta11y　hand．1capped　ch11dren

m　Ok1d1str1ct　has　been　reported　m　the　pre∀10us　thesls　A　schoo1for　them　has　been　m▽1ted

to　set　up　u1t1mate1y　m　Ok1d1sr1ct　recent1y　Some　of　them　who　had　been1n　the　spec1a1

c1ass　moved　m　to　the　new　schoo1　The　schoo1，therefore，w111refer　to　the　manner　of　the

spec1a1c1ass　ln1ts　qua11ty　of　educat1on　In　thls　sense，the1n∀estlgatlon　of　the　h1story　of　the

spec1a1c1ass　m　Sa1go　E1ementa11y　Schoo1becomes　more1mportant　Consldermg　to　pub1－sh
deta11ed　stud1es　m　the　near　future，we　report　some　d1st1ngu1shmg　tra1ts　m　genera1spec1a1

c1asses　m　Ok1d1str1ct

は　じ　め　に

　今年度（1979）県立養護学校が西郷町に新設された。

隠岐の障害児教育の歴史を画するものであり，新しい発

展段階への移行を意味する。この養護学校は，かつて西

郷小申学校の障害児学級に在籍していた子どもたちが大

半を占めている。学校と学級とでは，おのずから教育内

容等において異なる点もあろうが，養護学校が，西郷小

申学校の実践をひきついだ形で誕生している以上。今後

の養護学校の発展をめざすうえで、障害児学級の実践を

ふりかえることも意義深いことと考えられる。すでに西

郷小学校障害児学級の創設については第1報で報告した

が，本報では，その後のとりくみをかえりみながら，あ

わせて隠岐島全体の障害児学級教育についても若干言及

することとする。

I　西郷小学校障書児学級の推移

1　各年度による在籍児童数，学級数，担任教員数を表

1に示した。

　66年度からの学級増は，担任の要求を受けた校内人事

によるものである。71年度からの学級増は，杉の子学園

の開設にともなうものであり，74年度からは同学園内に

＊島根大学教育学部障害児研究室

繍島根県立隠岐養護学校

施設内学級「ひまわり学級」が設置されている。

　学園開設までの11隼間，在籍児童数にほとんど変化の

ないことは注目に値する。

　西郷小の障害児学級（以下「伸よし学級」）は，当時

の県の方針，つまり800名以上の学校には「特殊学級」

を設置するという方針にそって、いわぱ行政主導的に，

かつ計画的に設置されたものであった。しかし，安定し

た児童数を維持してきたことは、地域住民の要求を満た

す形で運営がなされたことの裏づけと考えられる。

　なお，79年度児童数等の縮小は、養護学校への移籍に

よる。

2．児童の実態
　杉の子学園開設の前後，67年度及び73隼度を比較して

みると，表2，表3のようになっている。

　このなかでI　Qの平均についてみた場合，両者の間で

有意な差があり，72隼度の方が低くなっている。　（t＝

2．14　P＜O．05　F：1．70　P＞O．10）

　これは，当初対象児を普通学級に求めていたのを身在

宅児もしくはより障害の重い子どもに鉱大していったこ

とを反映している。障害児学級が，教育権保障の場とし

ての役割を担ったことを意味している。そして，このこ

とが，後の養護学校づくりへとすすんでいく伏線ともな

っている。

　個々の児重の実態を。上記のような知能テストξこよる

評価に限定することは危険であり、具体的な教育的てだ
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表1

在籍数 教員数
年　　度　　　　　　　学級数　　　　　　　備　　　考
　　　　男女1計　男女1計
　　昭和
1960　35

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

　71

72

　73

　74

75

76

77

78

79

1驚内操作による

1鰯竃園開設

　　1・ほ段は施設内学

11・
11・
11・
1　1・
　　　　　養護学校設置に
・・1綴設内学級

てをひきだすことも不可能ではあるが，一応の傾向を知

るてがかりとしてとらえておきたい。

3．教育内容
　この点について，現在のところ十分な資料を得ていな

い。児童の実態と同様，具体的な検討は別稿にゆずると

して，時々の学級要覧に掲げられた目標等から，いくつ

かの点にわたって概観する。

　a）開設当初は，「しつけ」や「鍛練」に重点がおか

れていた。それから7年後，1967年度の指導目標として

次の項目が挙げられている。

規律　⑧ベルがなったらすぐ席につきます。　⑧約

　　　束を守ります。

根気　⑧終りまでがんばります。　⑧がまんしま

　　　す。

奉仕　⑧伸よく働きます。　⑧よい事をみつけて働

　　　きます。

表2

学　年 性　別 IQ CA MA

2 女 83 7：4 6：1

2 女 75 7：6 5：7

2 女 82 8：10 6：3

2 女 68 11：1 7：6

3 男 85 8：5 7：1

3 男 66 9：3 6：O

4 男 79 9：9 9：5

4 女 60 9：11 5：8

4 男 75 10：1 7：5

4 男 88 1O：4 9：0

5 女 80 11：3 9：O

6 女 82 11：10 9：7

6 男 65 12：5 7：9

6 男 43 12：6 5：5

M＝73．6

表3

SD＝11．7

学　年 性　別 IQ CA MA

1 男 60 8：2 4：1

3 男 48 8：4 3：9

3 女 54 8：5 4：2

3 男 72 8：5 5：7

3 男 79 8：8 6：5

3 女 57 8：1 4：8

4 男 48 10：5 4：8

4 男 84 9：4 7：4

4 男 57 10：1 5：5

5 男 36 11：9 4：O

5 男 42 13：1 5：4

5 女 93 10：7 9：3

5 女 64 11：2 6：9

6 男 81 11：3 8：8

6 勇 81 12：O 9：4

6 男 54 12：2 6：3

6 男 54 15：4 8：0

6 女 61 12：3 7：2

2 不能 8：9

3 不能 10：0

M＝62．5 SD＝15．4

　そして，これに基づいた指導計画が表4のようになっ

ている。

　基本的には生活単元学習を基調としており，開設当初

と比べても方針に変更がなく，それは今日まで，ほぼ同

様の形で継承されている、

　74隼度及び77年度の教育目標をみると，以下のように

なっている。

　（74年度）
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表4

特殊学級教育計画 単元名と生活指導の目標

月
別

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

1単元名・小単元名

新しい友だち

みんな伸よくしよう
遠足をしよう

子どもの日

楽しい学級をつくろう
病気にかからないように

つゆのころ

病気にかからないように
遊ぴ方のくふう　体育会

楽しい夏のくらし

七夕まつりをしよう
　プロルを使1って

夏休みの計画

楽しい秋

夏休みの反省をしよう
虫とり，月見会

楽しい秋

強い体をつくろう
遠足，体育会

いろいろなしごと

進んで働こう
秋の野山

年のくれ

　よい冬のくらしをしよう
冬休みの計画

三学期正月

正月のこと
室内のくらし

冬のくらし

節分をしよう
　じょうぷな体

一年間のまとめ

ひなまつりをしよう
はんせいをしよう

生　　活　　指　　導　　の　　目　　標

身のまわりのしまつをきちんとする

道路の歩き方を正しくする（指定通学路）

道具を大切にする　　きまりを守る

からだのしまつをする

お金を大切にする

衛生的な習慣を身につける

雨の日の遊び方，登下校のし方をしる

伸よく協力して仕事をすることができる

楽しく遊ぶことができる プールのきまりをまもる

与えられた仕事をきちんとすることができる　協力して仕事ができる

動檀物をかわいがってせわをすることができる（続けて）

だれとでもはっきり話すことができる

をかけないようにする

さしずを守る 根気よくめいわく

よく手伝いをする　動檀物を大切にする（かわいがる）

かってに出歩かない

体のしまつをよくする

火の用心をする

進々で働こう　約束を守る

あいさつ　へんじがよくできる　ひびやしもやけの予防

火の用心室内の清潔に気をつける　早ね早おき

顔洗い　はみがきができる

係の仕事を正しくやる　めいわくをかけない

冬の衛生に気をつける

準傭や後しまつをきちんとする

よく語をきく　しずかに働く　いつも整理する

感謝の気持をもつ　進んで働く　責任をもって仕事ができる

　規律⑧根気。奉仕の3本の柱を軸に，主体性と創造性

をもったたくましい生活実践人の育成をめさす学校教育

の目標を受けて，すなおで明かるくたくましい子どもの

育成を図る。

　・すなおさ　　きまりる守り、あやまちをわびる子

　・明るさ　　　きれいなことばであいさつをきちんと

　　　　　　　する子

　。たくましさ　障害を乗りこえて，伸よく働き元気で

　　　　　　　がんぱる子

（77年度）

主体性と創造性をもったたくましい生活実践人の育成

をめさす学校教育目標の達成のため，規律雪根気1奉仕

の3本の柱を軸として，すなおで明かるくたくましい子

どもに育てる。

　・規律　きまりを守り、あやまちをわびることができ

　　　　　る。

　・根気　障害をのりこえて，とりくんだことを元気に

　　　　やりぬく。

　・奉仕　なかよく働き，あかるくあいさつできる。

　67年当時の「がまんします」が消え，「障害をのりこ

えて」が新たに加えられているように，一種の管理的色

彩がうすれて，子どもの自主性に目をむけ，障害そのも
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のに視点をあててきている。

　要覧等に示される「教育目標」は，一般的には日常の

実践において実質的な意味の与えられていない場合が多

いが，そのことを考慮するならば，たとえ小さな部分的

修正であれ，目標の字句そのものに手が加えられたとい

う事実は，その背景をなす障害児観あるいは障害児教育

観が大きく変革されたと解すべきである。

　このことは，74年度に開設された施設内学級「ひまわ

り学級」に関する経過をみると鮮明になる。ひまわり学

級の運営や方針について，学校と学園が何度も話し合い

の場をもち，緊密な連係を深めているが，その遇程で確

認された経営方針には次のような文言がある。

（1）子どもたちを共に育てる（教育権の保障という立場

　にたって，行政上の矛盾を現場にもちこまない）。

（2）子どもの行動を変えようとする前に，指導者の見

　方，考え方を変えていこう。

（3）子どもたちの行動をまず容認しよう。そしてその詳

　しい記録を残そう。記録はよき相談相手となってく

　れる。

　そして50年度末には，一層の吟味を経て次のような内

容に集約された。すなわち，上記（2）（3）に加えて，親と同

じような愛情で，しかも親バカは許されない。すべての

指導は焦点化し，具体的にスモールステップで，という

計4項である。

　このように，子どもを権利の主体としてとらえ，同時

に障害そのものの克服。軽減へ目をむけたことは，島根

においては先進的であった。現在もなお大勢が適応主義

の教育を脱しきれないでいる状況にかんがみれぱ，高く

評価すべきである。

　b）これに関連したことは，「養護・訓練」へのアプ

ローヂにもみられる。この新領域について，まだ論議盛

んな時期に，すでに，少なくともちえおくれを対象とす

る学級に対して全面的かつ無批判に適用することの誤り

を指摘していた。73年9月の第8回島根県特殊教育研究

会に提出されたレポートは，「養護⑧訓練」のとりくみ

を総括し，今後の方向を提起している。

　障害児学級における教育内容の歴史のなかで，一時期

にせよ現場を混乱させた「養護哨練」について、隠岐

でどのようにとりくまれたかを示しているので，以下に

一部を抜すいする。

　養護・訓練をどのように受けとめたか。

　当初，隠岐においてもこの領域に対する考え方はさま

ざまであったが，主として？ぎの3つの意見にまとめら

れた。

　（1）いままでやってきたことだから多珍らしがってとり

あげる必要はない。

　（2）実際にやっていても，教育課程の申での位置つけが

はっきりしなかった。はっきり位置づけていこう。

　（3）現在までわれわれがとりあげていなかった新しい分

野として開拓していこう。以上のような意見を検討し婁

学校全体としては，（3）の方向をとることにした。

　実際的な展開をどのようにしたか。

　（1）第1期（昭和46年度）

　いわゆる配慮養護・訓練といわれるもので，教育の全

面にわたって，すべての子どもに対して働きかけるとい

う立場をとった。図工や体育の学習の中に，積極的に訓

練的要素を盛りこんだσもこの頃である。しかし，これ

は合科統合の教育本来の姿で，特に養護・訓練とよぱな

い方がよい。やはり子どもの問題の質に応じた集中的な

働きかけが必要ではないかという反省が生まれた。

　（2）第2期（昭和47年）

　養護・訓練が新しい領域として出たことを契機に多ひ

とりひとり違う子どもたちの実態や必要に応じる教育課

程を考えていこうという姿勢が強く打ち出され，隠岐の

特殊学級教育研究会でも「精神発育の遅滞の状態を的確

に把握するための個人カルテ」を研究テーマとしてとり

あげた。そして個人の指導カルテをもとに指導の形も特

設時間（月・木の午後）を設け，①ことば②感覚③運動

④習字の4つのグループ指導を実施した。

　しかし，あまりにも障害にとらわれ，治療的な取り組

みに流れ，他の障害と違い，障害の第一次障害がいわゆ

る脳にあることの困難性，また全人的な把握の弱さなど

問題がでてきた。

　（3）第3期（昭和48年度）

　指導形態を大別すると，

　①教育活動全般の中での指導

　②養護⑧訓練の時間でのグループ指導

　③治療的な取り組みを基本とする個人指導

　以上三つが考えられるが，、本年も③の学級を解体し，

特設時間の申で取り組む方向で確認した。そしてクラプ

活動的な要素を含めて，つぎの三つのグループを編成し

た。

　①人形劇クラブ　②体育クラブ　⑧工作クラプ

　おわりに
　養護・訓練こそ精神薄弱教育そのものであり，養護・

訓練をやらないと精神薄弱教育といえないというような

印象を受けるが，子どもたちをよくみつめ，養護哨練

のねらいや内容を冷静に受けとめ，精神薄弱教育の場合

その内容にしろ指導法にしろこれからみんなで育ててい

くものだという立場で実践を積みあげたい。

　C）教育課程については次のようにとらえられてき

た。



西　信高・田中栄一 57

すなわち基本方針として，

（1）精神薄弱児の特性に立った独自の体系

（2）能力的個人差に応じうる体系

（3）基本的事項を重点に経験として与える体系

（4）情緒的不適応を改善する体系

の4項目を設定している。

そして，これを6領域に具体化する。

　（1）生活単元学習

　「精神の構造が未分化で応用。総合等の能力に欠けて

いるため，知識。技能等の習得が断片的になりやすい」

という学習指導上の特性にたって，児童の興味。関心に

直接もとづいた具体的な生活経験を通して，将来の杜会

生活（現在の杜会生活を固定的に考え，その社会の鋳型

にはめこむといった狭い意味でなく……）に必要な読み

書き算数を含めたもろもろの学習をする学習活動で，「

発達の系統性」を中心に，経験を教育的に再組織して行

う学習である。

　（2）教材単元学習

　生活単元学習を系統づけ，反復練習させ，児童の興味

を中心とした生活単元学習の偏りを是正し，生活単元学

習をいっそう深めていくための学習で，主として音楽・

図工・体育の活動と，国語⑭算数的な活動の場合，教材

単元として学習する。

　（3）作業学習

　生産活動という具体的な活動を通して児童の実際的な

能力や資質を高めると同時に，社会において生産に従事

する人間としての能力や資質を身につけさせるねらいを

もつ学習で，準備された一定の作業を一定時間させるこ

とによって，人の指示に従い，伸問と協力して根気強く

仕事をするといった将来の職業生活に必要な性格の形成

をねらう一方，身体各部の機能訓練も計画的に実施する

学習で，中学校の作業学習に発展的に移行される。

　（4）日常生活指導

　杜会人の育成という面から重要な一側面である身辺白

立の機能や，日常生活の基本的習憤を身につけさせるた

め，個々の能力。発達段階に応じて，日々の学校生活全

般を通して反復して行う指導である。

　（5）養護・訓練

　児童ひとりひとりの精神発達の遅滞の状態を的確に把

握し，その障害の状態を改善，または克服するため，r

心身の適応」「感覚機能の向上」「運動機能の向上」「

意思の伝達」をもって構成。特に健康状態の改善，心身

の障害や環境にもとづく心理的不適応の改善，障害を克

服する意欲の向上に重点を置く。

　（6）道徳

　杜会集団の中でカいっぱい生きぬいていく人間性と杜

会的態度を育てていくことをねらい，具体的な場面を通

しての指導に留意。学校生活全般の申で行うことを基本

とするが，紙しばい、幻燈，映画などを見せる時間を特

設している』

　そして，これら各領域の間の構造は図1のようにとら

えられている。

　以上は，74年度の「伸よし学級要覧」によるものであ

るが，開設当初から養護学校が設置される78年度まで，

このような方針は，ほぽ継承されている。生活単元学習

に基礎をおくなど，全国の趨勢と比較して顕著な独自性

をみいだせない。

　ただ，研究授業のために作成された指導案等により，

図1
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伸よし学級の内部的変遷として歴史的に跡づけるならぱ

微妙な変化がみいだせる、時々の情勢に応じて，そして

子どもの実態に合わせて修正が加えられてきたものであ

る、これらの相互連関を検討することは，今後，障害児

教育の内容を創造する課題に対して多くの示唆を与える

ものと考えられる、

　d）この他争伸よし学級として，ユニークなとりくみ

もいくつかみいだせるが，その1例として「みそ汁給

食」をとりあげる。

　　・・私たち伸よし学級では，例年3学期に皆様の御賛

同を得まして多みそ汁給食（週2回）を続けて参りまし

た。今年も20日頃から始めて，3月中旬まで従来通り週

2回（火・金）実施したいと思いますので，よろしく御

協力下さいますよう御願いいたします。尚、出費多端の

折とは思いますが，その費用150円持参させて下さいま

すよう，合わせてお願い申し上げます。

　　　総回数16回くらい

　　　野菜類は学級で作ったもの（白菜1大根など）を

　　　使います。

　　　　保護者各位　　　　　（’70．1．16学級だより）

　当時150円を徴収し，これが73年には200円になってい

る。このようなささやかなとりくみにも物価状況が反映

されるのだが，それはともかくとして，学級の給食場面

を想像すると暖かいものを感じる。

　この「みそ汁給食」について多当時の教育方針との関

連など不明な点が多いが，労働教育という新しい視点か

らとらえなおすことも有、冒義と考えられる。

　e）伸よし学級は争健常児との関係を一貫して重視し

てきた。

　65年当時，他の児童が仲よし学級の子どもをどうみて

いるかについて調べた意識調査がある（4年生以上132

名対象）。結果の一部を表5に示した。

　この他「特殊学級のせいとと仲よしになってあげたい

と思いますか」「特殊学級のせいとが困っているとき，

めんどうをみてやったことがありますか」など，ちえお

くれの子どもが一方的に援助を受ける受身の立場に立た

せた設問もある。同時に「特殊学級のせいとのしたこと

で感心したことがありますか」　（表6）といった設問も

あり，健常児が障害児を認め、共通の基盤に立たせよう

との意図も感じとれる。ただ結果をみるかぎりでは、実

際には奉仕作業的側面でのみ認められている傾向があ

る。

　その後も，健常児との関係をどう発展させるかは，困

難な課題として残されてきたと考えられるが，ほぽ10年

後の74年には，方針において，大きなとらえなおしがな

されている。

表5

　特殊学級はどんな子どもたちのための学級だと思いますか

知能のおくれている子

病気をして勉強のおくれた子

病気をして体の不自由な子

頭の悪い子

体の悪い子

将来りっぱな人になってもらいたい子

ぎょうぎの悪い子

なまけて困る子

ふつうの人にじゃまになる子

よく遊んだり暴カをふるう子

手くせの悪い子

勉強しない子

はずかしがる子

おぽえのわるい子

めぐまれない子

勉強のできない子

心のわるい子

なかまはずれの子

字やことぱがわからない子

どもったりする子

人をいじめる子

21

5
14

31

2

1
10

1
2

2
3

12

1

2
2
18

2

1

1

1

1

表6

　特殊学級のせいとのしたことで感心したことがありますか

回　　　　答　　　　例

奉仕活動をよくする

あついのにどぷそうじなどした

花や木をかわいがる

学校のポプラを植えた

赤十字の目をきめよいことをする

しんぜんのしごとをよくした

動物のせわをよくする

進んで雪かきをした

池つくりをした

進んで掃除をする

しんせつだ

きまりをよく守る

教室がいつもせいとんしてある

回答数

12

3

5
7

1

1

2
ユ

2
19

2
4

3

　現在行われている交流の多くは，特殊学級側の要求が

前面にでて，精薄児とのかかわりあいにおいて，普通児

に何を学ばせるかといった目標が明確にされていない。

「伸よし学級の子どもに親切にしてあげよう」という恵

みの意味をもらた親切ではなく，障害を持ちながらも，

自分の力いっぱい出し切って学習しているという点で精
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薄児を認め，いかに共存するかという接点の追求が重要

である（「学級要覧」による）。

且亙保護者。地域との関係

　伸よし学級をはじめとする隠岐の障害児教育が，他の

地域のそれからきわだっているのは，保護者・地域との

関係が発展している点である。

　島内の障害児学級が共同でとりくむ活動で，最も初期

のものとしてr特殊学級児里父歓会」がある。これは，

68年12月に第1回を開いている。

　そこでの目的は以下のように規定されている。

　隠岐島（島後）の特殊学級にあって共に苦しみ，悩

み，また少しでも，わずかでも伸びようと努力を続けて

いる子と親と教師とが一場に集まり，楽しみ喜びあう。

　・いろいろな苦しみや悩みをはき出し，前進しよう。

　？みんながそれぞれに認めあい，伸よしになろう。

　。病気やけがをぶっとばし，元気にやろう。

　そして，ゲームやうたなどもりだくさんの催しがおこ

なわれた。第1回当時の参加校は，西郷小・中，都万

申，五箇小，中村小であった。この交歓会は，第3回目

以降クリスマス集会として定着する。

　この交歓会をとおして培われた連帯の力は，その後伸

よし大運動会，仲よし海水浴，伸よし展覧会等々，「伸

よし～」と称される各種の集会へと発展的に枝分かれし

ていく。

　伸よし大運動会について，杉の子学園が開設された翌

年（72年）の第2回のプログラムをみると，主催は，隠岐

特殊学級教育研究会，島後町村組合立杉の子学園となっ

ている。そして後援団体として，島根県杜会福祉協議

会，隠岐地区社会福祉協議会，各町村社会福祉協議会，

島後教育委員会，島前教育委員会，島根県西郷教育事務

所，隠岐島町村組合，隠岐支庁福祉部，島前地区手をつ

なぐ親の会，島後地区手をつなぐ親の会，杉の子会など

があげられている。文字どおり全島的な行事となってい

る。

　そのような発展を可能にした条件の一つに。各障害児

学級における，保護者の教育要求をくみあげる努力があ

った。伸よし学級では，さきにふれた意識調査（65年）

で，同時に，在籍児の家族に対する質問項目も設定して

いる。その後回答をどのように生かしていったか詳かで

はないが，少なくとも，家族のねがいを学校教育に反映

させようとの意図はうかがえる。

　緕果の一部をとりだすと，普通学級にいた方がよかっ

たか，特殊学級に入ってよかったと思うか，の聞いに対

して，入ってよかった12名，どっちともいいにくい2名

となっており，特に力を入れて指導してほしいこととし

ては，よみかき13，計算や量10、世の中のこと5軍きか

いや生物3象うたや楽き3，絵や工作2となっている。

　また指導内容でいちばん力を入れてほしいのはどんな

ことかという間いに対して，べんきょう12，．ひとがらや

おこない5，けんこう2となっている。

　そのような要求に対して，学級の教育がどこまで応え

られたかはおくとして，まずすくなくとも教育要求を謙

虚にくみとろうとする努力は，積極的に評価しなけれぱ

ならない。

I亙且隠岐特殊学級教育研究会

　地域とかかわったとりくみ事そしてまた，隠岐の障害

児学級のとりくみ，それらを支えてきた重要な組織とし

て，隠岐特殊学級教育研究会がある。

　行政指導により，同様の研究会が各郡市単位に設置さ

れているが，隠岐の場合相当の内実化を実現しつつ，有

形無形に担任教師を結びあわせてきた。

　会員の間で「通信」　（現在休刊）を発行し、また年間

研究テーマも設定している。このテーマを各年次でみる

と，関心の推移がうかがわれ，興味深いものがあるが，

その検討は，伸よし学級の教育内容と合わせて別稿にゆ

ずる。

　また，隠岐支庁福祉部その他の資料も活用しながら，

各年度でr精神薄弱児（者）現況調査」をまとめている。

町村別。障害程度別。年令別の数，収容施設の区分，就

学猶予⑤免除者数，卒業生の動向等々の項目で構成され

ているが，このなかで特徴的なのは，3才児の健診結果

も収録されていることである。

　障害児を学校教育の枠内で考えるのではなく享乳幼児

期から成人期までみとおしつつ，そのなかに学校教育を

位置づけようとしている。

　すでに成人施設が来年80年に開設のはこびとなり，乳

幼児期の障害児に関するとりくみを、行政の枠にとらわ

れずにすすめようとする気運のもりあがり（79年8月24

日の隠岐福祉研修大会の論議）などは，以上の視点が貫

かれてきた結果ともいえよう。

　また，この研究会は，隠岐の小学校長会，申学校長会

と共同して，行政に対する陳情も行っている（r特殊教

育振興に関する陳情書」70年）。

　陳情事項は次の2点である。

　1．できるかきり地元の未設置申学校に特殊学級の開

　　設を推進していただきたい。

2．開設が不可能の場合の暫定策として，最寄の既設

　　中学校へ進学可能の諸条件を整備して（通学費負

　　担等）極カ進学のできる方策と勧奨に努力してい

　　ただきたい。
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お　わ　り　に

　西郷小学校の障害児学級が設置されて20年が過ぎよう

としている。この20年の歩みを総括的にふりかえるため

には，なお残されている作業も多く，とりあえず本報で

は、その足がかりとしていくつかの間題を素描した。考

察と検討は，全体像の把握をすすめつつとりくみたいと

考えている。特に指導内容の変遷は興味深いものがある

が、これも今後の検討課題として残している。

　ここで参考にし，引用した資料は，B4判の更紙1枚

に印刷されているものが多い。これらを整理する作業も

必要となっている。以上のような事情もあり，出典はそ

の都度本文中に示すこととした。

　資料収集その他において御協力いただいた方々に、感

謝の意を表したい。

　なお、この報告の文責は西にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’79．　9．　10）
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